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開開催催要要項項  

 
東京社会福祉士会は認定社会福祉士認証・認定機構の認証を受けた研修として、標記の講座を別表１のと

おり開催いたします（研修認証番号：２０１６００１５）。 
本講座は、成年後見制度及びその関連する法制度を学び、成年後見制度における権利擁護の視点を理解し、

成年後見制度の普及啓発を図ることを目的としております。 
成年後見制度は、2016年に施行された「成年後見制度利用促進法」に基づき、利用者がメリットを実感で

きる制度・運用の改善等をポイントとした第一期基本計画から、2022年度より第二期基本計画に移行し、さ

らに取り組みが強化されています。2021年度に公益社団法人日本社会福祉士会が厚生労働省の委託を受け、

事務局としてとりまとめた「日常生活自立支援事業等関連制度と成年後見制度との連携の在り方等について

の調査研究事業」でも報告されたとおり、第二期基本計画においては総合的な権利擁護支援策を講ずること

とされており、そのなかに成年後見制度が位置づけられております。このような社会の動きや地域における

実践を踏まえた本講座は、さまざまな立場で成年後見制度に携わる支援関係者の方にとって、成年後見制度

の基本を学び、最新の動向にも触れ、実務に生かすために大変役に立つ内容となっています。 
 
ぱあとなあ東京成年後見人等候補者推薦名簿の登録を希望される方は、基礎研修Ⅲの修了とともに本研修

を修了し、「成年後見制度の基礎（ぱあとなあ名簿登録研修受講要件）」を受講する必要があります。今年

度の「成年後見制度の基礎」研修は２回目を11月、12月に実施する予定です。ぱあとなあ東京の成年後見人

等候補者推薦名簿に登録を行うことを希望される会員の方で2017年度から2021年度までの「支援者のための

成年後見活用講座」を未受講の方は、本研修の修了が必要となります。 
 
ぱあとなあ東京成年後見人等候補者推薦名簿の登録を希望されない方でも社会福祉士有資格者の方は当会

が主催する「成年後見制度の基礎」の受講が可能となっておりますので、成年後見制度の中核機関の役割を

担う方や権利擁護の相談を受ける方等は、ぜひ、本講座の受講をお勧めします。 
 
上記名簿登録を希望されない方で、別表１の申込区分②の受講対象に該当される方は、本講座の一部を受

講いただくことができます。成年後見制度の基本的な知識を身につけたい方は、ぜひ、お申込みください。 
 
本講座については、感染拡大予防のため、Zoom を用いた研修といたします。 
なお、国や東京都の見解表明により、状況が変化した場合は実施できないこともありますので、ご了承の上、ご参加を検討

ください。 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

お問合せ先   

公益社団法人東京社会福祉士会 権利擁護センターぱあとなあ東京 

事務担当 俵・松本 

   〒170-0005 東京都豊島区南大塚 3-43-11 福祉財団ビル５階 

TEL  ０３－５９４４－８４６６ 

   E-mail partnerjimu@tokyo-csw.org 



【キャンセル料について】 
・受講者都合による受講料の返金は一切いたしません。 
・自然災害等，当会の責に帰さない事由による中止の場

合は，受講料を返金いたしますが，振込手数料はご負担

ください。 

 

別表１ 
申込区分 ① 認証単位取得の方 

 
② ①以外の方 

日時 
 
 
 

１日目 ２０２２年８月２７日（土）  ９：１５～１６：４５ 
２日目 ２０２２年８月２８日（日）  ９：１５～１６：４５ 
３日目 ２０２２年９月１７日（土）  ９：１５～１５：００ 
４日目 ２０２２年９月１８日（日） 

  ９：１５～１６：４５ 
 
 

 

２０２２年９月１８日（日） 
９：１５～１３：００ 
（希望する場合、①と同内容の受講も

可能です。その場合の受講費は①とな

ります） 

実施方法 Zoomによる双方向型の研修 
（出席は課目ごとに確認させていただきます） 

カリキュラム 別表２ 参照(講師の都合等により、日程変更の可能性もございます。) 
受講対象 社会福祉士 

（東京社会福祉士会会員を優先します） 
（１） 社会福祉士 
（２） 次のいずれかに該当する方 

a.行政機関、中核機関、推進機関（社

会福祉協議会等）、権利擁護セン

ター、地域包括支援センター、障

害者相談支援事業所、医療機関等

で、成年後見に関わる相談業務に

従事している方 
b. 上記a.の業務を担う可能性があ

る方 
定員 ６０名 ２０名 
受講費 ３１，０００円（テキスト代別） 

（東京社会福祉士会会員は28,000円） 
２８，０００円（テキスト代別） 
（東京社会福祉士会会員は26,000円） 

研修単位  ２単位 なし 
 
１．申 込  下記の申込ＵＲＬからお申し込みをお願い 

いたします。 

       申込締め切りは、７月１１日（月）です。 

 

申込URL:  

https://1434f31f.form.kintoneapp.com/public/c57ec40134db042108899443354de2774646ec43b85c677d43a3f1cb5
70f145e 
       (東京社会福祉士会ホームページからもアクセスしていただけます。)  
         東京社会福祉士会ホームページ：http://www.tokyo-csw.org/ 

 

２．受講決定の連絡等 
・受講可否は、７月３１日（日）までに郵便にてご連絡いたします。 

・研修受講方法、受講費の納入方法、テキストの購入方法、事前課題、およびキャンセル

等の扱いについては、受講決定の連絡時にご案内します。 

 



別表２

① ②

９：１５～９：３０ 開会挨拶 オリエンテーション

９：３０～１１：００ 成年後見制度における権利擁護の視点
社会福祉士の倫理綱領や行動規範をベースとして、
専門性を活かした成年後見人等としての活動内容を理解す
る。

講義 〇 〇

１１：１０～１２：４０ 法定後見制度の概要１
１　成年後見制度が成立した背景を学ぶ。
２　成年後見制度の概要(類型について、申立までの基本的
な流れ)について理解する。

講義 〇 　

１３：３０～１５：００ 法定後見制度の概要２
成年後見制度における財産管理と身上監護の知識を
習得し、具体的な中身を知ることでそのつながりを理解
する。

講義 ○ 　

１５：１０～１６：４０ 任意後見制度の概要
１　法定後見制度との違いを踏まえ、任意後見制度の
知識を習得する。
２　具体的な活用例を知る。

講義 ○ 　

９：１５～１０：４５ 民法概論
成年後見制度の活用を考える際に、福祉関係者が理解
する必要がある民法について、事例に基づき全体像を
理解する。

講義 ○ 　

１１：００～１２：３０ 司法福祉の理解
累犯障害者等が地域での生活を継続するために成年
後見制度活用の必要性を理解する。

講義 　 　

１３：３０～１５：００ 消費者被害や悪徳商法への対応
専門機関である消費者センターの機能を理解し国の取
組状況などの最新情報を理解する。

講義 　 　

１５：１５～１６：４５ 高齢者障害者虐待防止法の理解
法律の知識を習得し、社会福祉士会や社会福祉士がど
のように関与しているかを理解する。

講義 　 　

９：１５～１０：４５ 成年後見制度利用促進法と基本計画の理解

１．2016年に成立した利用促進法に基づき、2017年に
提示された基本計画を理解する。
２．１．を踏まえ、成年後見制度の進むべき方向性や自
らが取り組む役割や課題を理解する。

講義 　 　

１１：００～１２：３０ 権利擁護に関わる諸制度の概要
１．社会福祉協議会等が行う様々な権利擁護に関わる
事業や法テラス等について知識と具体例を知る。
２．成年後見制度へつなぐ必要性の判断を理解する。

講義 　 　

１３：３０～１５：００ 意思決定支援の基本
社会福祉援助を必要とする対象者に対峙する際に必要
となる意思決定支援の基本的な中身を理解する。

講義 　 ○

９：１５～１０：４５
一般的な申立支援に関わる意思決定支援につい
て

１　相談援助の場面において成年後見制度の必要性に
気づく。
２　対象者に対して意思決定支援に配慮する必要性を
理解する。
３　演習にて事例を用い、具体的な意思決定支援の方
法がを修得する。

講義＋演習 　 ○

１１：００～１２：３０
一般的な申立支援に関わる意思決定支援事例の
実際

事例を用いた演習を行うことによって視点を学ぶ。 演習 　 ○

１３：３０～１６：４５
一般的な申立支援に関わる意思決定支援事例の
実際（認証）
（＊　①必須　　②希望者）

１　事例を用いた演習を行うことによって具体的なツー
ルの活用について理解する。
２　事例を用いてツールを使い、意思決定支援へ向けた
関係機関との連携、それぞれの機関の役割を理解す
る。

演習 　 ○

８月２７日（土）

８月２８日（日）

９月１７日（土）

９月１８日（日）

支援者のための成年後見制度活用講座（カリキュラム）

実施日 時間 科目 内容 形態
使用テキスト

使用テキスト ①『支援者のための成年後見活用講座 第３版』 ②『社会福祉士がつくる身上監護ハンドブック 第２版』
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